
生徒への連絡（情報共有）を

Google Classroom で行う

ポイント
① 連絡用のクラスを作成する。

全校、学年、クラス、教科、部活動等の
グループを使い分けて細やかに対応する。

② 先生の役割をもたせたい人は手動で追加
し、生徒は各自で参加させる。

1
イラストはGeminiで作成



← 先生アカウント 作業する前にログインが必要です。

Classroom を起動する

2

クラウドのイメージ

Google 
Classroom

デバイスに依存しない

Windows 、 iPad はブラウザから操作します。（Google Chrome 推奨）

Chromebook はブラウザを起動したら、既にログイン済の状態です。



ここにクラスが表示されます。

※ 用途別（グループ別）に
複数のクラスを作成できます。

新しいクラスの作成は ここから
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Classroomのホーム画面



（ 任意 ）
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クラスを作成する（先生が操作）

☆クラス全員への連絡でなく、該当者が限られている場合は…

【１年生のみ】【全校生徒】等を連絡事項に付記する工夫が必要

☆複数（学年別、クラス別、教科担任別、部活動別等）作成した場合は…

連絡しなければならないクラスが漏れ落ちたり、間違ったクラスに連絡
してしまったりする等のうっかりミスをしないように注意！

（ 必須でない ）

※先生のアカウントで操作します。
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先生を追加する（クラス作成者の操作）

○○○○○@tokushima-ec.ed.jp

クラスを作成した人が
この操作をします。

予測されるユーザがここに表示されます。

予測表示されない場合があります。
予測表示されなくても、Enterキーを押すと追加されますが、
必ず挙動テストを入念に行ってから運用開始してください。
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生徒を追加する（その１ 先生の操作）

④ ここに表示された
「クラスコード」
を周知する。

① クラスを選択

②「ストリーム」

③↑ここをクリックして大きく表示

クラスに先生として登録された人がこの操作をします。
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生徒を追加する（その２ 生徒の操作）

ここから →

先生が知らせた「クラスコード」を

入力してクラスに参加する。

※ 先生がこの操作をした場合は、
このクラスの中では生徒として扱わ
れます。

クラスに参加する生徒がこの操作をします。
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（参考）クラスコードを削除する（先生の操作）

クラスコードを知っている人は、いつでもこのクラスに参加
できてしまいます。

全員が参加できたらクラスコードを削除してください。
（必要になれば再生成できます。）


